
■韓国：放射性廃棄物処理場の運営開始 
韓国放射性廃棄物管理公団（KRMC：Korea Radioactive Waste Management Co.）は2010年12
月24日、慶尚北道・慶州市の放射性廃棄物処理場の運営を開始したと発表した。同公団は、24日

に蔚珍原子力発電所（590万 kW）の低・中レベル放射性廃棄物（ドラム缶 1,000 本）を処理場に

搬入した。この廃棄物は、処理場内の貯蔵施設で 2012 年まで保管した後、地中処分施設の完成を

待って最終処分される予定である。なお、反対派の市民団体（慶州核安全連帯）は同日、記者会見

を開き「本来、処理場の貯蔵施設は放射性廃棄物を分類して監視する施設で、数年間にわたって貯

蔵する施設ではない。地中処理場の建設が明確になっていない以上、廃棄物を搬入すべきではない」

と指摘している。 
 


